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本 文 

核融合原型炉では、定期メンテナンスを開始

する前に、プラズマ真空容器の大気開放前に実

施可能な炉内トリチウム除染法が必要となる

[1-2]。これまで実施されてきた多くの研究では、

一般的に大気に触れた水素同位体含有試料に

対して、その後の脱離処理を行っている。この

場合、大気に含まれる水（H2O）の水素がトリ

チウムと置換し、HTO 等として脱離することが

知られている[3]。そこで、閉じた真空容器内で

トリチウム除染可能な手法および条件を抽出

した上で除染法を検討する必要がある。 

本研究では、崩壊熱を含む壁温度の熱制御利

用を前提としたトリチウム除染法に関する評

価を実施した。タングステン（W）を評価対象

とし、トリチウム除染模擬として同試料に対し

重水素プラズマ照射を行い、その後原型炉壁運

用条件を加味して等温脱離処理法を選択した

[1]。本発表では、さらに W 試料への事前処理

として、中性子照射模擬を目的とした鉄イオン

照射を行い、鉄イオン照射効果有の重水素プラ

ズマ照射 W 試料に対する脱離効果実験の結果

について報告する。 

図１(a)に、重水素フルエンス1E26 D/m2のプ

ラズマ照射を行ったW試料の重水素脱離スペ

クトルを示す。▲が鉄イオン照射3dpa、●は鉄

イオン未照射のW試料である。鉄イオン照射

3dpaありの試料では、無しに比べて脱離量が多

く、かつ脱離温度領域が広いことがわかる。図

１(b)は、鉄イオン照射3dpaを行ったW試料に対

し昇温脱離処理（30K/min）と等温脱離処理

（400℃で30分保持）で得られた重水素脱離量

の比較である。等温脱離処理の結果では、昇温

処理に比べて約半分の重水素脱離量となって

おり、かつより高い脱離温度領域であった。原

型炉での壁温運用条件では等温処理法で実施

することを前提として考察する必要があるた

め、図１(b)のデータはその模擬試験の結果と

みなすことができる。詳細は講演にて報告する。 

本研究は、量研機構・原型炉研究開発共同研

究および京都大学・エネルギー理工学研究所 

ゼロエミッションエネルギー研究拠点共同研

究に基づき実施された。 

 

図１(a) 重水素プラズマに曝露したタングステン試

料の昇温脱離スペクトルの結果。▲が鉄イオン照射

3dpa（▲）、鉄イオン未照射（●）。(b)鉄イオン照射

3dpa 後の重水素プラズマに曝露したタングステン

に対する昇温(30K/min)および等温（400 ℃）脱離処

理の重水素スペクトルの結果。 
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